
令和２年度 佐那河内小学校・中学校学校評価アンケート（保護者対象）について

１ 小学校

本年度は，新型コロナウィルス感染症による臨時休業から始まった異例の１

年でした。そのような状況の中でも，全教職員で「思考力・表現力を高める授

業づくり」「主体的に学習する力を伸ばす手立ての工夫」を目指し，「特色」と

「魅力」ある小中一貫教育校として９年間を見通した教育活動に取り組んでき

ました。小中合同研修会の充実や小中相互の授業を参観することで研究を深め

てきました。また，プログラミング教育への取り組みを図ってきた成果が今後

論理的な思考力の向上に繋がることを期待しています。

アンケート結果は，２１項目中１９項目で８０％以上の肯定的な評価をいた

だきました。特に「児童は学校へ行くのを楽しみにしている」「学校は楽しく

わかりやすい授業の展開に努めている「安全教育や避難訓練を実施し，児童の

安全に積極的に取り組んでいる」「学校は児童の基本的生活習慣や学習習慣定

着のために適切に指導している」の４項目については，９５％以上の高い評価

をいただきました。今後も，児童が楽しく，安全・安心に過ごすことができる

環境づくりに努めるとともに，授業の充実，行事や体験的な活動を通して，豊

かな心をもった児童を育ててまいりたいと思います。

その一方で，「児童は進んで読書をしている」は５８％，「働き方改革への理

解促進」は７７％と厳しい評価をいただいています。学校では朝読書を行い，

多読賞を設けるなど，読書活動充実に取り組んでいるところですが，家庭でも

進んで読書をする児童が一人でも多くなるように，読書の楽しさを伝えられる

よう努力してまいります。また，働き方改革の必要性やその効果について，ホ

ームページ等を活用し広報を進めてまいりたいと思います。今年度の課題であ

った「施設や授業・行事の公開，情報の提供など，開かれた学校づくりのため

の努力をしている」は９４％と，昨年度と比べると肯定的な評価が８ポイント

上昇しました。今後も，教育目標や教育方針，授業や行事のホームページへの

掲載等，さまざまな方法で学校での活動の様子をお知らせするなどの工夫をし

ていくことで，地域に根ざした信頼される学校づくりを進めていきたいと思い

ます。

来年度も，小中一貫教育校として９年間を通した系統的なつながりをさらに

構築できるよう，全教職員で努めてまいりたいと思います。



２ 中学校

２年前より「特色」と「魅力」ある小中一貫教育校としてふるさと学習と英

語教育を二本柱とし，９年間を通してすべての児童生徒を育てることをめざし

ています。

２月には中学２年生が４年目となる「村への提言」発表会を開催しました。

ゲストティーチャーからの話や生徒たちが調べた中から佐那河内の魅力や問題

点を明らかにし，佐那河内に住み続けるために生徒たちが今できることを御出

席いただいた村長等，村の関係者に提言しました。

英語教育では工夫されたスタートカリキュラムにより小学校英語から中学校

英語へとスムーズに接続できておりスカイプを利用した海外居住者との双方向

でのやりとりや文通を行うことにより，英語に対する興味関心を高め，実践的

な力の定着を目指しました。英語検定に３７名が受検し，準２級合格者も複数

名出るなど生徒の意欲が向上しています。

今回の保護者の皆様へのアンケート結果としては，２３項目中１９項目で８

０％を超える肯定的な意見をいただきました。「学校は楽しくわかりやすい授

業の展開に努めている」「学校は，生徒一人一人に対し，適切な指導や支援を

している」という項目が昨年度よりもより多くの肯定的な意見をいただきまし

た。すべての教室に電子黒板の配備され，今年度はタブレット端末を使用した

授業が実践されたことや放課後や休み時間を利用した学習支援が高い評価へつ

ながったと考えられます。「部活動を適切に運営している」という項目も，昨

年に比べ肯定的な割合が増加となりました。コロナ感染症への十分な備えを施

した中で，生徒たちができる最大の活動を模索してきた結果に対する評価と受

け止めています。今後も生徒の安全を第一にした部活動を実施していきます。

保護者の皆様のご期待に応えるために，来年度も全教職員で共通理解を図り

対応してまいります。

３ 学校関係者評価委員会（小中合同）での意見

○プログラミング教育に今年度から取り組んでいるが，普段の子どもの様子か

ら論理的思考力が定着してきたと感じている。

○デジタル機器の長所を存分に生かしつつ，これまで継続している「書く」作

業も継続してもらいたい。

○スポーツ教室や部活動の活動中は気持ちのよいあいさつをしてくれるので，

普段の学校生活にもそのことがつながるよう指導してもらいたい。

○ GIGA スクール構想等新しい教育が導入されることで教員への負担が増すこ
とが心配である。今後，教員の働き方改革もしっかりと推進してもらいたい。

４ おわりに

この評価結果及び皆様からいただきましたご意見を，次年度の学校運営につ

なげていきたいと考えています。今後とも，本校の教育活動に対しまして御支

援・御鞭撻をお願い申し上げます。


